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はじめに 

ゴカイ科多毛綱の多くの種では，生殖時期に多数の成熟個体が同調して，水中を泳ぎ回って産卵す

る「生殖群泳」が知られている．一般的に，生殖群泳に参入する成熟個体は，未成熟個体（図 1）と 

形態が大きく異なり「ヘテロネレイス型」への生殖変態を行う（Arias et al 2013より改変: 図 2)． 

生殖変態の形態的特徴は，種によって異なるが，種間に共通す

る特徴もある．(1) 眼が肥大する，(2) 体全体が 2つ（遊泳ニ分

岐型）または 3つ(三分岐型)の部分に分かれる，(3) 疣足の足葉

が著しく拡大し，新たな足葉が追加される，(4) 剛毛のすべてま

たは大部分が，オール状の先端部分を持つ遊泳剛毛に置き換わ

る．上述したような顕著な変化が生殖変態で起こり，それにより

生殖型の遊泳能力は著しく増大し，産卵時に高速で泳ぐことがで

きるようになる（佐藤 2016a）．また生殖群泳を行う時間は，主

に日没後や大潮の満潮時刻前後に多く出現し，種によって出現タ

イミングが異なることが知られている（Sato 2017; 佐藤 2018）．

しかし各種の群泳時期や出現条件に関する研究は少ない（Fukao 

1996）． 

本研究では，定点（1地点)を設け，出現するゴカイ科の 

モニタリング調査を行った（約 3年半）．そこで得られた標本を

もとに，種同定や出現時期，環境条件の解明を目指した． 

以下にその成果の一部を報告する． 

 

材料と方法 

 2021年 6月から 2024年 12月にかけて，大潮（満月や新月）の満潮時 

刻前後に，日没後 30分から 3.5時間の時間帯で，一回の調査につき 

30分から 1時間の採集を行った．場所は，第二工区運河（神戸市東灘区 

住吉南町）で（図 3）水深は約 2—3mだった．方法は，水中集魚灯 

（Hapyson社，YF-501）を表層に沈めた．光に集まった個体を，長い柄の 

先端につけたタモ網（GEX社，飼育ネット）で採集した．またこの際に 

防水温度計（Cangda Electronics社，KT800）とデジタル塩分計（ATAGO社， 

ES-421）を用いて表層水を測定した．採集した個体は、70%消毒用アルコール（健栄製薬社）に入れ 

吻を飜出後，固定して標本を作成した。また海水を入れたシャーレに生体を入れ，徐々にアルコール 

を加え麻酔し，生体時の写真を撮影した．標本は，実体顕微鏡を用いて，体長（BL），体節数(NC)， 

精子や卵の有無，形態的特徴から雌雄判別を行った．種同定は，今島（1996）と Sato(2013)を参考に 

した． 

 

結果 

 以下に示す 4 種のゴカイ科が確認できた．アシナガゴカイ Neanthes succinea（原産地：ドイツ）， 

ヒゲブトゴカイ Nereis heterocirrata（原産地：千葉県銚子），オウギゴカイ Nectoneanthes oxypoda 

（原産地：横浜），ツルヒゲゴカイ Platynereis bicanaliculata（原産地：カナダ北東部）．アシナガ 

ゴカイは，800個体以上が採集された．時期は 4—11月に出現し，8月が最盛期だった．生殖型は遊泳 

図 1．未成熟個体（アオゴカイ） 

図 2．成熟個体（同種：雄上図，雌下図） 

図 3．調査地（四角枠） 



 
 

 

三分岐型だった（図 4A, B）．ヒゲブトゴカイは，70個体以上が採集された．時期は 1—4月に出現し， 

2月が最盛期だった．生殖型は遊泳二分岐型だった（図 4C, D）．オウギゴカイは，55個体が採集され 

た．時期は 4—7月に出現し，6月が最盛期だった．生殖型は遊泳三分岐型だった（図 4E, F）． 

ツルヒゲゴカイは，1個体（雌）が採集され，時期は 5月に出現した（2024年 5月 10日）．生殖型は 

遊泳二分岐型だった（図 4G, H）． 

また各種の性比は，ツルヒゲゴカイ以外の種において，雄：雌＝2:1で出現していた． 

 

 

次に，出現種と水温，塩分について，2023年 1月から 2014年 12月のデータを用いて，グラフを 

作成した（図 5）．第二工区運河の水温は 11.4—30.2℃で，1月が最も低く，9月が最も高かった． 

塩分は 1.49—3.00%だった． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

最後に，これまでの調査をもとにゴカイの旬カレンダーを作成した（表 1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．出現したゴカイ科．アシナガゴカイ(A: 雄, B: 雌), ヒゲブトゴカイ(C: 雄, D: 雌), オウギゴカイ(E: 雄,  
F: 雌), ツルヒゲゴカイ(G: 雄; 佐藤(2018)より, H: 雌; 鹿児島産)． 

表 1．第二工区運河における年間を通して出現したゴカイ科の旬カレンダー．最盛期を色濃く示す． 

図 5．第二工区運河における出現種と水温，塩分の季節変化（2023 年 1 月～2024 年 12 月抜粋）． 
左縦軸：水温（丸●），右縦軸：塩分（三角▲），下方に採集された各種を帯グラフで示した． 



 
 

 

考察 

 アシナガゴカイは，800個体以上が採集された．このことから本調査地の優占種であることが考えら

れる．林（1991）では，本種が内湾の有機汚濁の著しく進んだ海域でしばしば卓越しする，いわゆる有

機汚濁指標種として指摘がある．また本種は外来種としても知られており，船のバラスト水によって

日本に定着したとされている．日本では，これまでに東京湾や相模湾，三河湾，名古屋港，伊勢湾，大

阪湾，児島湾，広島湾，洞海湾，博多湾などから報告があり(Sato 2013)，どの場所も内湾環境で，有

機汚濁が進みやすい場所であった．一方で，博多湾に位置する和白干潟において，数十年前までアシ

ナガゴカイが優占して分布していたが，2013年の底生調査では本種が全く出現せず，代わりにコケゴ

カイ（在来種）がそのニッチに置き換わっていたという研究報告もある（大崎 未発表）．これらのこと

より，水質がアシナガゴカイの生息に影響している可能性は高いと考えられる．生殖群泳は 4～11 月

に確認されたが，Sato(2013)によると日本各地においての生殖時期は，3～10月初旬だった．このこと

より本種は，年間を通して，長期的に生殖群泳を行っていると考えられる． 

ヒゲブトゴカイは，アシナガゴカイに次いで 70個体以上が採集された．日本に広く分布し，北海道

から鹿児島湾にかけて報告がある．本調査地での生殖群泳は 1～4月に確認され，最盛期を 2月に迎え

ていた．しかし，今島（1996）によると，油壷湾では 4月に最盛期を迎え，5, 6, 7, 8, 11月にも少

数ではあるが採集されている．また北海道では 8 月に生殖群泳をすると報告されていた．これらの本

種の生殖時期のずれについて，単に地域差による水温の違いなのか，または全く別種（隠蔽種）が含ま

れているのか，興味の尽きない内容である．現に日本に広く生息していた種に複数種含まれていたと

いう事実は，カワゴカイ Hediste 属やイソゴカイ Perinereis 属で多く見出されている（Sato & 

Nakashima 2003; Glasby & Hsieh 2006; Sakaguchi in preparation）．これらより，標本を用いた分

類学的再検討が必要な種だと考えられる． 

オウギゴカイは，55個体が採集された．日本には青森以南から鹿児島湾まで広く分布している．生

殖群泳は 5～7月に確認され，最盛期は 6月だった．本種は今島（1996）で油壷湾では 6月に生殖群泳

を行い，Sato(2013)によると，中央日本や西日本では 3～11 月の長期間で群泳を行うとされている．

オウギゴカイの生殖時期は，今島(1996)の記録には一致していたが，Sato(2013)の記録とは一致しな

かった．この点に関して，4～5月に群泳を行う個体群（東京，神奈川，宮崎，鹿児島）と，9～11月に

群泳を行う個体群（岡山，愛媛，大分，山口）が含まれている可能性が考えられる．オウギゴカイは

Sato(2013)によって，よく似た種であるウチワゴカイと長年混同されていたことから，ヒゲブトゴカ

イ同様に分類学的再検討が必要な種であると考えられる． 

ツルヒゲゴカイは，1個体のみが採集された．日本では北海道から沖縄に分布している，生殖時期は

5月に確認されたが，3年半の調査の中で 2024年 5月 10日のみで採集された．このことから流れ着い

た個体が偶発的にライトトラップされたのではないかと考えられる．今島(1996)で，油壷湾で 4～5月

と 9 月に生殖群泳が行われるとされている．ちなみに鹿児島での生殖時期は，２つの最盛期があると

され，釣り人がよく言う「クルクルバチ」は本種を指すとされる（新 未発表）． 

 

ゴカイ科の成熟条件について，図 5より塩分は成熟に特に関係がないと考えられる．水温について，

ヒゲブトゴカイが10—20℃で群泳を行い，他3種は20℃以上を条件に成熟しているように考えられる．

ただし，日の入りや満潮時刻，月齢（ルナサイクル）が生殖群泳に大きく起因することが指摘されてい

るため，今後はそれらとの関連性も含め各種の生殖群泳の実態を調べていきたいと考えている． 
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